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連
載
・
蓄
電
池

「レジリエントな社会」の説明図

◀
電
線
に
掛
か
っ
た
倒
木（
高
澤
真
氏
提
供
）

◆第9回 農業Week（国際 農業資材 EXPO
／国際 次世代農業 EXPO ／国際 6次産
業化 EXPO ／国際 畜産資材 EXPO）
会期：2019年10月9日（水）～ 11日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終日
は17：00）▷会場：幕張メッセ（千葉市
美浜区中瀬2-1）▷入場料：事前登録の
上に招待券持参で無料／招待券が無い
場合は5,000円▷主催：リードエグジ
ビション ジャパン/問合せ先：＜出展
に関して＞03-3349-8511 ／＜来場に
関して＞03-6362-6785

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2019
会期：2019年10月16日（水）～ 18日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日
は16：00まで）▷会場：長浜バイオ大
学ドーム（滋賀県長浜市田村町1320）▷
参加費：無料（事前登録制）▷主催：び
わ湖環境ビジネスメッセ実行委員会/
問合せ：実行委員会事務局077-528-
3793（滋賀県庁 東館2階 モノづくり振
興課内）

◆第8回ふくしま・再生可能エネルギー
産業フェア（REIFふくしま2019）
会期：2019年10月30日（水）・31日（木）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：

ビッグパレットふくしま（福島県郡山
市南二丁目52番地）▷入場料：無料（事
前登録制）▷主催：福島県／公益財団
法人福島県産業振興センター /問合せ
先：公益財団法人福島県産業振興セン
ター エネルギー・エージェンシーふ
くしま024-959-1961

●NPO法人農都会議 東北大震災復興支
援勉強会『再エネ水素活用で脱炭素社
会へ大転換』　～低炭素水素サプライ
チェーンの構築に向けた技術開発～
会期：2019年10月5日（土）▷開催時間：
13：30 ～ 16：45（開場13：00）▷会場：
港区商工会館 2階研修室（東京都港区
海岸1-4-28）▷資料代等費用：一般 
2,000円／会員・学生・生協組合員
1,000円▷共催：NPO法人農都会議／ダ
ンタニ・グリーンエナジー・ソリュー
ションズ合同会社/問合せ・申込：WEB
フォーム＝ http://urx3.nu/naPw

●第4世代地域熱供給 4DHワークショッ
プ
会期：2019年10月7日（月）▷開催時間：
15：00 ～ 17：30（受付開始14：30）▷
会場：早稲田大学 西早稲田キャンパ
ス 55N号館 1階 第二会議室（新宿区大
久保3-4-1）▷参加費：無料（要事前申
込）▷主催：早稲田大学 高口研究室／

デンマーク大使館／環境エネルギー政
策研究所（ISEP）/問合せ：ISEP 4DHフ
ォーラム事務局03-3355-2200

●NEDO ／デンマークエネルギーセミナ
ー 2019「再エネ大量導入時代のエネ
ルギーシステム―デンマークの経験を
基に系統運用、熱利用、VPP ／ V2G
の未来を考える―」
会期：2019年10月8日（火）▷開催時間：
13：15 ～ 17：30（受付開始12：45）▷
会場：NEDO分室（東京都千代田区霞が
関1-4-2 大同生命霞が関ビル12F）▷参
加費：無料（事前申込制）▷主催：新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）／駐日デンマーク大使館/問合
せ先：NEDO スマートコミュニティ部 
smartcommunity@ml.nedo.go.jp

●新エネルギー革命祭 2019 ～これから
の再生可能エネルギーの行方は？
会期：10月9日（水）・10日（木）▷開始
時間：＜9日＞13：30（受付開始13：00
～）／＜10日＞12：00▷会場：エクシ
ブ京都八瀬離宮（京都市左京区八瀬野
瀬町74-1）▷対象：太陽光発電販売店・
施工店（新エネルギー革命会非会員も
可）▷特別参加費：＜宿泊あり＞2万
2,000円／＜宿泊なし＞1万6,000円（全
て税別・新規入会割引あり）▷主催：
新エネルギー革命会/問合せ先：運営

事務局03-5829-6424（エナジービジョ
ン内）

●RE-Users地域連携プロジェクト（大阪）
「企業価値を高める自然エネルギーの

利用拡大」
会期：2019年10月16日（水）▷開催時
間：13：10 ～ 16：20（交 流 会16：20
～ 17：00）▷会場：おおさかATCグリ
ーンエコプラザ セミナールーム（大阪
市住之江区南港北2丁目1-10）▷参加
費：無料（要事前申込）＊交流会は有料
1,000円▷主催：おおさかATCグリーン
エコプラザ実行委員会/問合せ：htt
ps://www.renewable-ei.org/

●関西「O&M丸ごと立上げパック」活
用研修
①太陽光O&M・営業研修
▷会期：2019年10月24日（木）▷開催時
間：9:55 ～ 18:00▷会場：京都テルサ
東館３階第８会議室（京都府京都市南
区東九条下殿田町70）
②オンサイト（実地）研修
▷会期：2019年10月25日（金）▷開催時
間：9:15 ～ 17:45▷会場：大津市市民
活動センター（滋賀県大津市浜大津
4-1-1明日都浜大津1階）／［実地］関
西研修センター (滋賀県大津市雄琴
1-14-1）▷ 参 加 費：［ 会 員 ］1研 修
20,000円、2研 修38,000円 ／［ 非 会

員］1研修45,000円、2研修85,000円▷
主催：一般社団法人新エネルギー O&M
協議会▽問合せ先：03-5809-3366

●JAPAN WIND ENERGY 2019（日本陸上・
洋上風力エネルギー会議：2019年）
会期：10月28日（月）・29（火）▷会場：
ハイアットリージェンシー大阪（大阪
府大阪市住之江区南港北1丁目13-11）
▷参加費：要確認（事前申込制）▷主
催：Leader Associates /問合せ先：
https://www.leader-associates.com/
jwe-japanese

●第10回日独エネルギー・環境フォーラム
会期：2019年10月29日（火）・30日（水）
▷開催時間：両日とも9：30から▷会
場：WTCコンファレンスセンター（東京
都港区浜松町2-4-1 世界貿易センター
ビルディング）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：国立研究開発法人 新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）／ドイツ連邦環境・自然保護・
原子炉安全省（BMU）／ドイツ連邦経済・
エネルギー省（BMWi）/問合せ：「第10回
日独エネルギー・環境フォーラム」申
込事務局03-5362-0117（オーエムシー
内）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（10月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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９
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【
前
号
「
前
編
」
か

ら
続
く
】

▼
台
風
15
号
に
よ
る

　「
９
・
９
停
電
」

２
０
１
９
年
９
月

９
日
、
未
明
に
千
葉

県
を
襲
撃
し
た
台
風

15
号
は
、
千
葉
県
の

南
房
総
（
南
房
）
か

ら
北
房
総
（
北
総
）

を
縦
断
し
、
屋
根
を

吹
き
飛
ば
し
、
樹
木

や
ゴ
ル
フ
場
の
ネ
ッ

ト
を
倒
し
、
停
電
・

断
水
・
鉄
道
不
通
・

下
水
や
ゴ
ミ
問
題
な

ど
を
引
き
起
こ
し

た
。
夏
場
の
停
電

は
、
冷
房
が
働
か
ず

ぬ
原
因
と
結
果
の

つ
な
が
り
を
教
え

ら
れ
た
。

▼
国
土
強
靭
化
が
…

「

国

土

強

靭

化
」
と
い
う
言
葉

は
、
３
・
11
の
の

ち
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
と
い
う
一
般
の

人
に
は
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
と
共
に

導
入
さ
れ
た
。
筆

者
は
、
大
学
院
で

「
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
論
」
な
る
講

義
を
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
の
意
味
か
ら

紐
解
き
、
学
生
の

課
題
と
し
て
い
た

あ
る
。
心
理
学
の
分
野
で

は
、
何
ら
か
の
外
乱
や
脅
威

の
あ
る
状
況
に
お
い
て
も
う

ま
く
対
応
す
る
過
程
・
能

力
・
結
果
の
こ
と
も
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
と
い
う
。
粘
り
強

い
、
理
想
を
現
実
に
仕
上
げ

る
こ
と
と
も
い
え
る
。

筆
者
が
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
社
会
」
と
し
て
大
学
院
の

講
義
で
図
式
化
し
た
の
が
、

上
図
で
あ
る
。

自
然
は
脅
威
と
寛
容
に
満

ち
て
い
る
。
一
方
、
人
間
は

わ
が
ま
ま
で
節
制
に
乏
し
い
。

そ
れ
を
上
手
に
適
応
し
、
ど

ち
ら
も
破
壊
や
損
傷
を
受
け

な
い
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る

こ
と
に
知
恵
を
活
か
し
工
夫

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
工
学
の
「
工
」

と
い
う
字
の
成
り
立
ち
に
、

重
ね
て
図
式
化
し
て
あ
る
。

工
は
天
（
上
の
横
棒
）
と
地

（
下
の
横
棒
）
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
あ
る
。
天
は
理
想
で
、

地
は
現
実
を
意
味
す
る
。
理

想
と
し
て
欲
し
い
モ
ノ
や
コ

ト
を
現
実
に
あ
る
材
料
や
モ

ノ
を
活
か
し
て
上
手
に
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
、
工
と
い

う
文
字
の
成
り
立
ち
で
あ

る
。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
の
社

会
」
も
人
間
が
自
然
を
活
か

し
共
生
す
る
こ
と
で
、
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
ブ
ル
ネ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

挑
戦
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

ブ
ル
ネ
ル
父
子
は
、
常
に
理

想
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
、
特
許
を
取
る
た
め
で

は
な
く
、
快
適
で
、
便
利

で
、
合
理
的
な
モ
ノ
を
求
め

て
、
世
界
に
あ
る
先
例
を
活

か
し
て
、
自
ら
が
設
計
し

（
デ
ザ
イ
ン
し
）、
美
し
く
機

能
的
な
橋
、
鉄
道
、
駅
舎
、

ト
ン
ネ
ル
、
船
、
病
院
な
ど

を
設
計
し
た
。
未
来
に
通
じ

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

努
力
し
た
。「
３
・
11
」
か

ら
の
東
北
復
興
も
、「
９
・

９
」
の
房
総
停
電
対
策
も
、

未
来
志
向
の
ブ
ル
ネ
ル
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
い
。

　
【
次
号
へ
続
く
】

こ
と
が
あ
る
。

筆
者
の
材
料
の
分
野
で

は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
強

靭
性
を
指
す
。
強
靭
（
靭
性

が
高
い
）
と
は
、
ま
さ
に
強

く
て
か
つ
粘
り
が
あ
る
こ
と

を
い
う
。
そ
れ
は
、
外
力
に

耐
え
る
力
が
高
く
、
し
か
も

曲
げ
や
ね
じ
り
な
ど
の
変
形

に
も
耐
え
る
特
性
を
意
味
し

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に

は
、
外
力
に
よ
る
変
形
を
受

け
る
と
、
材
料
は
内
部
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
ひ
ず
み
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
蓄
え
る
。
大
き
な

ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
こ
と
が
で
き
る
材
料
が
、

強
靭
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
外
力
に
よ
り
、
ポ

っ
て
は
い
た
が
、
と
く
に
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
を
打
つ
人
が
、

森
林
の
現
状
と
そ
の
影
響
に

目
を
配
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
。

千

葉

県

の

森

林

は
、

山さ
ん
ぶ
す
ぎ

武
杉
と
い
う
銘
木
種
が
植

林
さ
れ
た
が
、
建
築
用
材
と

し
て
は
需
要
が
な
く
な
り
、

蔓
延
し
た
溝
腐
れ
病
へ
の
対

策
も
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の

杉
林
も
特
別
に
整
備
の
経
済

効
果
を
生
ま
ず
、
病
ん
だ
杉

木
は
、
強
風
に
対
す
る
強
度

も
低
く
倒
木
を
誘
発
し
た
。

送
電
線
に
掛
か
り
、
停
電
原

因
と
な
り
、
か
つ
停
電
の
復

旧
を
困
難
に
さ
せ
た
。
思
わ

点
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、

拾
い
だ
す
と
、

①
災
害
時
に
活
用
す
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
が
機
能
停
止
し
、

情
報
の
収
集
・
伝
達
が
で
き

ず
、
避
難
行
動
や
救
助
・
支

援
が
遅
れ
る
事
態

②
電
力
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
発
変
電
所
、
送
配
電
設

備
）
や
都
市
ガ
ス
供
給
、
石

油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
な
ど
の
長
期
間
に
わ

た
る
機
能
の
停
止

③
上
水
道
等
の
長
期
間
に
わ

た
る
供
給
停
止

④
農
地
・
森
林
等
の
被
害
に

よ
る
国
土
の
荒
廃

の

４

つ

は
、

今

回

の

「
９
・
９
停
電
」
で
も
起
き

て
い
る
。

「
法
律
」
は
で
き
、
予
算

化
も
さ
れ
て
も
、
現
実
化
さ

熱
中
症
や
体
調
不
良
を
強
い

た
。
ま
た
交
通
信
号
が
働
か

ず
交
差
点
事
故
も
多
発
し

た
。
千
葉
県
を
は
じ
め
広
域

で
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
甚
大
な
被
害
の
原

因
と
結
果
は
、
「
９
・
９
停

電
」
と
呼
ん
で
も
い
い
だ
ろ

う
。長

引
い
た
「
９
・
９
停

電
」
は
、
電
気
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
た
が
、
送
電
環

境
の
脆
弱
さ
も
露
呈
し
た
。

千
葉
県
の
南
房
総
は
、
森
林

地
帯
で
あ
る
。
羽
田
空
港
に

降
り
る
飛
行
機
か
ら
眺
め
る

と
、
ゴ
ル
フ
場
と
森
林
の
広

が
り
が
、
千
葉
県
ら
し
さ
、

そ
の
特
徴
で
あ
る
と
み
な
知

キ
ッ
と
壊
れ
る
よ
う
で
は
、

強
靭
性
を
持
つ
と
は
言
わ
な

い
。
溝
腐
れ
病
の
杉
は
、
強

靭
で
は
な
く
な
る
。

強
靭
な
社
会
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
な
社
会
も
、
ま
ず
壊
れ

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
災
害
が

あ
っ
て
も
混
乱
に
至
ら
ず
、

回
復
が
素
早
い
こ
と
を
意
味

す
る
。「
柳
に
風
」
や
「
柳

に
雪
折
れ
な
し
」
も
い
い

が
、
都
市
や
田
舎
の
暮
ら
し

で
は
柳
の
よ
う
に
自
由
気
ま

ま
で
も
よ
く
な
い
。
防
災
や

減
災
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
災
害
の
被
害
を
最
小
化

し
迅
速
な
回
復
を
可
能
と
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ

の
意
味
か
ら
す
る
と
、「
９
・

９
停
電
」
は
、
十
分
に
そ
の

対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

▼
法
律
vs
放
律

「
国
土
強
靭
化
基
本
法
」

は
、
２
０
１
３
年
に
制
定
さ

れ
、
翌
年
６
月
に
同
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

が
、
２
０
１
８
年
に
は
、
豪

雨
、
台
風
、
地
震
が
頻
発

し
、
し
か
も
、
激
甚
化
し

た
。
ち
ょ
う
ど
５
年
経
過
し

た
の
で
、
２
０
１
８
年
12
月

に
「
２
期
目
の
基
本
計
画
」

に
改
定
さ
れ
、
３
カ
年
の
緊

急
対
策
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
改
定
で
興
味
あ
る
の

は
、
起
き
て
は
な
ら
な
い
最

悪
の
事
態
を
例
示
し
て
い
る

れ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
評
し
て
「
放

律
」
と
い
う
言
葉

を
創
っ
た
。

▼
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
社
会

レ
リ

エ
ン
ス

は
、
便
利
な
言
葉

で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で


